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に至る幅広い環境に広く生息する．本種の分布は
広範で，全北区に加え，新熱帯区からの記録もある．
欧州や北米では生物的防除の有用な天敵資材とし
て注目されてきた．もし，日本で Coprochara 亜属
を用いた生物的防除に取り組むのであれば，本種
が最も有力な候補であろう．

計 測 値 の 平 均 (n = 15): BL, 3.63; FBL, 1.72; AL, 
0.87; PL, 0.65; PW, 0.84．

国内の分布：北海道，本州，四国，九州．

キバネヒゲブトハネカクシ Aleochara (Coprochara) 
binotata Kraatz, 1856　（図 2, 5）

Yamamoto & Maruyama (2013) で日本初記録種と
して北海道から記録した．従来大陸の冷涼地から
知られていた種であり，東北地方では分布の可能
性があるが，おそらく関東地方以南には生息して
いないものと思われる．分布は欧州を中心に東シ
ベリアまで広がり，日本が分布の東限にあたる．「原
色日本甲虫図鑑 (II)」（柴田，1985）でフタモンヒ
ゲブトハネカクシ “A. bipustulata” として図示され
ている種は本種である．

計 測 値 の 平 均 (n = 10): BL, 3.58; FBL, 1.69; AL, 
0.80; PL, 0.61; PW, 0.77．

国内の分布：北海道． 

フ ト ツ ヤ ケ シ ヒ ゲ ブ ト ハ ネ カ ク シ  A l e o c h a r a 
(Coprochara) squalithorax Sharp, 1888 （図 3, 6）

本亜属の中で数少ない海浜性種である．砂浜
に漂着している海藻塊から見出され，砂利浜に
は生息しないようである．形態的な特徴から以
前は 1 亜属（属）1 種で Skenochara 亜属（属）に

分類されていた．その後，Maus (1998) によって，
Skenochara は Coprochara 亜属のシノニムにされた．
分布は東アジアに限定されており，日本以外から
は韓国からの記録がある．Yamamoto & Maruyama 
(2013) では上翅の色彩変異について触れていて，
多くの個体は図示したような全身灰褐色であるも
のの，検視標本の 12.6 % は上翅が黄褐色を呈して
いた (n = 470)．

計 測 値 の 平 均 (n = 15): BL, 3.48; FBL, 1.88; AL, 
0.73; PL, 0.69; PW, 0.88．

国内の分布：北海道，本州，四国，九州，種子島．
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【短報】Clada okinawana  の屋久島からの記録
Clada okinawana Sakai, 1991 は , シバンムシ科オ

オシバンムシ亜科に属し，沖縄県沖縄島南城市久
手堅産の 1 雌によって記載され，沖縄島でのみ記
録 さ れ て い る

（Sakai ,  1991; 
屋 富 祖 ほ か , 
2002）．筆者は
屋 久 島 産 の 本
種 を 持 っ て い
る の で 報 告 す
る．

1♀， 鹿 児 島
県 屋 久 島 屋 久
町 栗 生，26. V. 図1．屋久島産Clada okinawanaの背面

（左）と 側面（右）．

2009，向山敬延採集．
体長は 6.6 mm, 本種は屋久島から採集されている

が（酒井博士，私信）, 公式記録はまだなかった．
様々なご教示を頂いた酒井雅博博士 , いつも標本

を提供してくださる向山敬延氏にお礼を申し上げ
る .
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